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2022-23年 スキーの町宣言５０周年記念事業　実施報告書　

 1972年 (12.20)に「スキーの町」宣言式を行ってから50年を迎えました。倶知安町はスキーを
はじめとするウィンタースポーツが文化の一部であり、町の発展に付与してきたことから、2022-
23シーズン(令和４年度)を節目の年としてスキーの町にちなんだ取り組みを実施しました。

１ 特別講演／
レッスンの実施

２ スノーリゾート
利用事業

倶知安にゆかりあるアスリートを招き、子ども達を対象とした特別講演／特別レッ
スンを開催

町内小中学生へニセコ東急グラン・ヒラフ／ニセコHANAZONOリゾートのシーズ
ン券を配布（継続事業）

３
スノーリゾート
２社との包括連携
協定締結

町内でスキー場を経営する東急不動産（株）と日本ハーモニー・リゾート（株）の
２社それぞれと「スキーの町宣言５０周年を契機とするオールシーズン型国際リ
ゾートの形成に関する包括連携協定」を締結

《特別講演》
●日 時：２０２２年１０月２５日（火）
●ゲスト：
 前田 沙理さん（バイアスロン）
 大越 龍之介さん（スキーアルペン クロス）

《クロスカントリースキー特別レッスン》
●日 時：
 第１回 ２０２３年２月５日（日）  
 第２回 ２０２３年２月２３日（木・祝） 
●ゲスト：前田 沙理さん（バイアスロン）

４ 町民皆スキーの日 
無料開放

旭ケ丘スキー場を無料開放を前年よりも拡充し多くの方に利用頂きました。 
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2022-23年 スキーの町宣言５０周年記念事業　実施報告書　

冠事業の実施６
スキーの町宣言50周年の趣旨に調和している大会や各種の取り組みを「冠事
業」として連携し、記念品の贈呈やのぼり・会場パネルの展示など機運醸成
活動を行いました。

記念品（グッズ）
作成７ クリアファイル・巾着などの記念品、のぼり・展示パネルなどのPR用品を制

作し冠大会等で活用しました。

50周年記念誌
の制作８ 町のスキー場50周年を振り返るバイリンガル冊子を制作しました。

（事業主体：倶知安観光協会）

５ スキーの町宣言文
英訳版の制作

1972年に定めた「スキーの町宣言文」をより多くの方に伝えるため、英訳文
を制作しました。 (協力：SMiLE Niseko Language School)



実施事業

●内容   倶知安にゆかりあるアスリートを招き、主に子ども達に対してこれまで
の競技経験を講演。ウィンタースポーツへの関心と｢スキーの町くっちゃ
ん｣に暮らす魅力を感じられるような内容とし、学校教室や役場展望テラス
にてリモート配信も実施したことで約600名が参加

●日程　　令和４年１０月２５日（火）１３：３０～　（６０分～９０分程度）　　　
●会場　　メイン会場　：倶知安中学校体育館　
　　　　　リモート中継：各小学校高学年・中学１・２年生各教室
　　　　　　　　　　　　倶知安町役場３階展望テラス
●講演ゲスト
　
    

１　特別講演の実施
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実施事業

●当日の様子

●実施後アンケート  ５７５件回答（教職員含む）
    

１　特別講演の実施
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＜倶知安中学校会場＞

＜役場リモート会場＞ ＜教室リモート※東小学校＞

≪印象に残ったこと　※抜粋≫
・今日の講演でウィンタースポーツに関心を持てた。 ・前田さんと大越さんの頑張っている話を聞いて私も頑張ろう
と思えました。 ・倶知安町はスキーが有名なのは知っていたけど、こんなにも恵まれた環境なんだと知って改めてこ
の町の良さに気づけた。



実施事業

●内容  特別講演ゲストを講師とした特別レッスンを開催、競技力向上と倶知安町
のウィンタースポーツ環境の魅力を伝えることができた。 

●日程　　第１回 ２０２３年２月５日（日）第２回 ２０２３年２月２３日（木・祝）　
●内容　　クロスカントリースキー特別レッスン
●会場　　旭ケ丘スキー場 クロスカントリーコース

 ●講演ゲスト 前田 沙理さん（バイアスロン）※クロカン指導
●参加者　第１回 ：２２名  第２回：３６名
●当日の様子
〈第１回〉

〈第２回〉

 ※大越 龍之介さんによるスキー特別レッスンを、４月下旬に所属するニセコ東急グラン・ヒラフ主催で冠事業として開催予定

１　特別レッスンの実施
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 【連携する取組の例】
・スキーの町宣言に基づいたウィンタースポーツの普及に
 関する取組
・オールシーズン型リゾートに向けた取組
・持続可能なリゾートの形成に向けた取組
・地域課題（交通・インフラ等）の対応に向けた取組
・IT関連を活用したスマートリゾートに関する取組
・町民のリゾートに対する親近感向上に関する取組 6

 町内小中学生へニセコグラン・ヒラフ／HANAZONOリゾートのシーズン券を補助。
町技普及と産業理解の観点から利用促進を図り、前年度を超える利用率を達成。
●対象　倶知安町内に在住する小中学生　（配布数　1,206人）　
●利用実績　令和５年３月３１日現在　
　　利用数　724名（利用率　60.1％）　延べ来場日数　5,124日
　 ※前年度参考※ 利用数 681名（利用率 56.8％） 

２　スキーの町スノーリゾート利用事業（令和２年度から継続事業）

実施事業

 町内でスキー場を経営する、東急不動産（株）【ニセコ東急グラン・ヒラフ】と日本
ハーモニー・リゾート（株）【ニセコHANAZONOリゾート】の２社それぞれと倶知安
町にて「スキーの町宣言５０周年を契機とするオールシーズン型国際リゾートの形成に
関する包括連携協定」を締結。双方が保有する知的・人的資源の有効活用や相互連携の
強化、オールシーズン型国際リゾートの形成を目的に次の例のような取組について、各
スキー場と連携・協力を図る。     　　　

３　スノーリゾート２社との包括連携協定締結



実施事業

 町民にスキーを気軽に行える機会を創出するため、過去スキーの町宣言と併せて実
施していた『町民皆スキーの日』を復活させ、旭ケ丘スキー場の無料開放日を拡充さ
せる。
●町民皆スキーの日：　12月25日／1月7日／９日／２月４日／５日／３月４日
●対象期間中の延べ利用者数：　1,502人（小人720人／大人660人／団体122人）　

４　町民皆スキーの日　無料開放

 国際リゾートして発展を続ける本町は、外国人観光客だけではなく、外国籍住民も
多い地域であることから、50周年を契機に宣言文の英訳を作成。HPへの掲載やパネル
で冠大会会場に掲示するなど、全国でも特徴的な宣言文について、
国内外問わず多くの方が目にする機会を創出した。

５　スキーの町宣言文英訳版の制作　(協力：SMiLE Niseko Language School)
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＜展示用
 パネル＞



 
 スキーの町宣言50周年の趣旨に調和している大会や各種の取り組みを「冠事業」と
して連携し記念ゼッケンやのぼりの貸与、記念品贈呈など機運醸成活動を実施 
●実施事業 
 

        ※大会規則等により冠大会にはならないが、町内から多くの参加者が見込まれるなど

           PR効果や機運醸成の効果が見込まれる事業に対しても同様に対応

          （中体連全道クロカン大会、全日本スロープスタイル・ビックエア選手権 等）

６　スキーの町５０周年冠大会実施
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実施事業

＜サマークロカン＞ ＜ぴったんこレース＞ ＜旭ケ丘スキー場＞＜メモリアル大会＞

9月25日 第１２回全道サマークロスカントリースキーin倶知安大会

12月下旬～1月中旬 倶知安スキー連盟主催スキー教室

1月29日 アルペンスキー少年団メモリアル大回転スキー大会

2月12日 倶知安町長杯クロスカントリースキー競技大会

3月  5日　 クロスカントリースキー競技大会

3月26日 ひらふクラシックぴったんこレース
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 スキーの町50周年を想起させるクリアファイル・巾着などの記念品や、ロゴマーク・
のぼり・展示パネルなどのPR用品を作成し冠大会等で活用

７　記念品制作

● のぼり ● ゼッケン● ロゴマーク

実施事業

● ピンバッジ
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７　記念品制作

● 記念パネル ● クリアファイル

実施事業

● 巾着
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●　友好都市スイスサンモリッツ市からのメッセージ

広報活動

文字町長
倶知安町の皆様

倶知安町と姉妹都市であるスイス・サンモリッツから「スキーの町」宣言５０周年
のお祝いを申し上げます。

倶知安は、羊蹄山やニセコ連峰などの美しい山々に囲まれている自然豊かな
町です。
私たちの暮らすサンモリッツも、スイス・エンガディン地方の北部に位置し、ピッ
ツ・ネイル、ピッツ・メズディ、ピッツ・ジュリエの
山々に囲まれています。
スキーは、倶知安とサンモリッツの双方にとって欠かすことのできないスポーツ
であり、それぞれの町には共通点も多く、
よく似ているところだと感じます。

文字町長、そして倶知安町の皆様に、「スキーの町」宣言50周年のお祝いを心
より申し上げ、
私からのメッセージとさせていただきます。
今後の皆様のご健康と倶知安町のご発展をお祈りいたします。

サンモリッツ市長
Christian Jott Jenny　クリスティアン・ヨット・イェニー
シティマネージャー
Ulrich Rechsteiner　ウルリッヒ・レヒシュタイナー
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●　町広報誌

広報活動

広報10月号 広報12月号

広報2月号
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●　特設HP

広報活動

倶知安町HP内特設ページ
2022.9時点 
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 どこでも設置が可能なPRツール（50周年の歴史、地元アスリート紹介、サンモリッ
ツからのメッセージ など）を制作、特別講演や冠大会の実施に合わせて各所に展示。 

●　PR展示・ブース

広報活動

倶知安中学校 旭ケ丘スキー場雪ん子館 倶知安町役場３階展望テラス


